
　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時

　
６
月
18
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
定
員　

６
人

　
　

（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場
　
総
務
課

　
　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

　

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）、
技
術

会
場
・
航
空
幹
部
、
技
術
海
曹
・
空

曹
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
お

 

無
料
法
律
相
談
所
開
設

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

　
℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

 
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
強
化
週
間

　

平
成
26
年
６
月
23
日
㈪
か
ら
６
月

29
日
㈰
ま
で
は
、
全
国
一
斉
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
で

す
。

　

い
じ
め
、
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
事
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
法
務

局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
時
間
を

延
長
し
て
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

 

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

ちゃんわが家のめ ん こ

　

明るく元気な、優しい子に育ってほしい
です！
　　　　　　　　　（和聡さん・美樹さん）

最近、もしもしとばんざいを覚えました。

上手に出来ると自分でもパチパチと手を

たたいて喜んでいます！

納期内完納に
ご協力ください

今月の納税

●町道民税

第１期・納期限

６月 30 日

余市警察署からのお知らせ
夏山の遭難防止～山登り 体力・技量を考えて～

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
℡
０
１
２
０

－

０
０
７

－
１
１
０

相
談
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す

・
６
月
23
日
～
６
月
27
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
６
月
28
日
・
29
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

弁
護
士
電
話
法
律
相
談

　弁護士会では、高齢者・障がいのある人の

ために日弁連ひまわりあんしん相談事業とし

て無料で電話法律相談を行っています。お気

軽にご相談ください。

高齢者・障がい者問題に取り組む弁護

士がお悩みに電話で相談に応じます。

●相談内容

●面接相談

・家に来た業者から高い商品を売りつけられた

・物忘れがひどいので預金の管理をしてほしい

・障がいを理由に退職を迫られた

 などお悩みのことをなんでもご相談ください。

　電話相談の上で、面接が必要な場合は、札
幌弁護士会などにて面接相談をいたします。

【問合わせ先】北海道弁護士会連合会　TEL：011-281-2428

　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX：011-281-4823

　 〒 060-0001　札幌市中央区北１条西 10 丁目札幌弁護士会館７F

　なお相談料は原則として有料となりますが、資力等に
よって無料となることもあります。札幌弁護士会の来館相
談は、どなたも無料です。

　山の雪解けとともに、登山やハイキングなどで、山に

出かける機会が多くなります。

　山岳遭難を防ぐために、次の点に注意しましょう。

□　登山は十分な装備とゆとりのある計画を立て、自分の体

　　力や技量に合わせた登山に心がけましょう。

□　登山計画書を作成し、最寄りの警察署や交番、駐在所に

　　提出しましょう。また、家族や職場にも登山計画書の写

　　しを渡しておきましょう。

□　経験あるリーダーのもと、複数での登山に努め、単独で

　　の登山は控えましょう。

□　ヒグマとの遭遇を避けるために、鈴などの音のでるもの

　　を携行しましょう。

□　万が一のために、携帯電話などの通信手段を携行しましょ

　　う。

【問合わせ先】　余市警察署　℡０１３５－２２－０１１０

　　池
い け だ

田 苺
め い

生
（５月 27 日生・美国町）

ちゃん
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６
月
に
入
り
、
積
丹
観
光
も
オ
ン

シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。
町
が
賑
わ
い

活
気
づ
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
今
月
は
、
平
成
25
年
４
月
か

ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
厚

生
労
働
省
の
委
託
事
業
「
積
丹
町
実

践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」
に
つ
い

て
、
そ
の
事
業
内
容
の
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

新
し
い
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て

　

積
丹
町
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事

業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
２
つ

の
大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
目
的
と
は
、
町
内
で
事
業
を

さ
れ
て
い
る
方
々
（
経
営
者
）
に
雇

用
の
場
を
少
し
で
も
生
み
出
し
て

（
従
業
員
を
増
や
し
て
）
い
た
だ
く

こ
と
。

　

そ
し
て
仕
事
を
探
し
て
い
る
町
内

の
方
々
と
町
内
に
就
職
を
希
望
し
て

い
る
町
外
の
方
々
に
就
職
に
有
利
な

専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

き
、
職
に
就
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。

 

地
域
活
性
化
協
議
会
が
事
業
運
営

　

積
丹
町
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事

業
は
積
丹
町
地
域
活
性
化
協
議
会

（
構
成
６
団
体
と
町
）
の
職
員
５
名

が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
は
商
工
会
が
入
っ
て
い
る

産
業
会
館
内
に
あ
り
、
事
業
推
進
員

２
名
、
実
践
支
援
員
３
名
が
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
を
担
当
し
、
積
丹
町
商
工

会
・
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協
同
組
合
・

新
お
た
る
農
業
協
同
組
合
・
積
丹
観

光
協
会
・
㈱
積
丹
観
光
振
興
公
社
・

㈱
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
積
丹
町
、
そ
し

て
積
丹
町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
頂
き

な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今月の担当は・・　

セ
ミ
ナ
ー
（
勉
強
会
）
を
開
催

　

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
12
回
開
催

し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ

て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
反
映
し
、
内
容
検
討
や
講
師
を

選
定
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
進
行
す
る
の

が
岩い

わ

き城
史ふ

み
ゆ
き幸

と
竹た

け

や谷
悠ゆ

う

り里
の
２
名
の

事
業
推
進
員
で
す
。
事
業
推
進
員
は

そ
の
他
に
経
理
帳
簿
の
作
成
や
消
耗

品
の
管
理
な
ど
一
般
の
会
社
で
い
う

と
こ
ろ
の
総
務
部
門
の
よ
う
な
仕
事

も
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
事
業
を
さ
れ
て
い

る
方
々
や
そ
の
従
業
員
の
方
々
の
事

業
拡
大
（
雇
用
拡
大
）
に
貢
献
す
る

た
め
に
実
施
す
る
の
が
４
回
、
仕
事

を
探
し
て
い
る
方
、
起
業
や
転
職
を

考
え
て
い
る
方
々
に
専
門
的
な
知
識

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
仕
事
に
就

い
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施
す
る
の

が
８
回
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
情
報
は
、
積
丹

町
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
内
Ｉ
Ｐ
電
話
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

 

新
し
い
商
品
を
生
み
出
す
３
名

 

の
実
践
支
援
員

　

実
践
支
援
員
は
、
水
産
部
門
担
当

１
名
・
農
業
部
門
担
当
１
名
・
観
光

部
門
担
当
１
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連

事
業
所
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
践
支
援
員
の
仕
事
の
目
的
は
、

町
内
事
業
所
（
会
社
な
ど
）
の
事
業

拡
大
に
貢
献
し
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

　

水
産
部
門
を
担
当
す
る
の
が
板い

た

の野

千ち

え

こ

恵
子
で
す
。
水
産
品
（
魚
な
ど
）

を
活
用
し
た
新
し
い
加
工
商
品
の
開

発
と
販
売
先
の
開
拓
が
仕
事
で
す
。

板
野
が
開
発
す
る
水
産
加
工
商
品
の

販
売
（
加
工
も
含
む
）
を
引
き
継
ぐ

予
定
の
事
業
者
の
方
々
と
と
も
に
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
部
門
を
担
当
す
る
の
は
東と

う
ご
う郷

昌ま
さ
ひ
ろ弘

で
す
。
町
内
で
農
業
を
さ
れ
て

い
る
方
や
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
と

一
緒
に
試
験
栽
培
に
取
り
組
み
、
そ

の
作
物
の
定
着
を
目
指
し
、
販
売
先

を
開
拓
す
る
の
が
仕
事
で
す
。
今
年

度
は
、
生
薬
で
あ
る
当と

う

き帰
・
に
ん
に

積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

 

「
実
践
型
雇
用
創
造
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
！

積丹町地域活性化協議会

事業推進員 岩
い わ き

城 史
ふみゆき

幸

く
・
サ
フ
ラ
ン
・
ひ
ま
わ
り
の
栽
培

や
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
加
工
食
品
の

試
作
、
そ
し
て
販
売
先
確
保
に
努
め

ま
す
。

　

観
光
部
門
の
担
当
は
石い

し
か
わ川

一か
ず
と
し寿

で

す
。
積
丹
町
で
実
施
可
能
な
体
験
す

る
観
光
を
作
り
出
す
の
が
仕
事
で

す
。
今
年
度
は
、
現
在
開
発
中
の
体

験
観
光
で
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
す
が
、
町
内
の
観
光
関
連
事
業

者
の
方
々
に
業
務
を
引
き
継
い
で
い

た
だ
く
こ
と
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

 

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

町
民
の
皆
様
の
中
で
、「
こ
ん
な

加
工
品
は
ど
う
か
。
こ
ん
な
体
験
観

光
は
ど
う
か
。」
と
か
「
私
は
こ
ん

な
加
工
技
術
が
あ
る
。
こ
ん
な
体
験

観
光
を
や
り
た
い
。」
な
ど
の
ご
意

見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
積
丹
町
地
域

活
性
化
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
担
当
の
実
践
支
援
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。

電
話/

Ｆ
Ａ
Ｘ　

48-

６
０
７
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.

shakotan-kasseika.jp/

広報しゃこたん平成 26 年６月号
9



交通安全はみんなの願い

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

１日（日） 勝田内科皮フ科クリニック 余市町大川町 22-3843

８日（日） 中 島 内 科 余市町黒川町 22-3866

10 日（火）勤 医 協 余 市 診 療 所 余市町黒川町 22-2861

15 日（日）な が い 小 児 科 医 院 余市町大川町 23-6881

22 日（日）田 中 内 科 余市町浜中町 22-6125

29 日（日）小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

６月の余市管内休日当番病院等

■
発

行
・編

集
／

積
丹

町
企

画
課

　■
印

刷
／

㈱
毛

利
印

刷
　　〒

0
4
6
-0

2
9
2
　北

海
道

積
丹

郡
積

丹
町

大
字

美
国

町
字

船
澗

4
8
番

地
5

　
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
1
1
／

Ｆ
Ａ

Ｘ
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
2
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.sh

a
k
o
ta

n
.h

o
k
k
a
id

o
.jp

E
-m

a
il　k

o
u
h
o
@
to

w
n
.sh

a
k
o
ta
n
.h
o
k
k
a
id
o
.jp

１㈰ ●余別小学校運動会

３㈫ ●マタニティ教室①（10:00～ 総合文化センター）

７㈯
●みなと保育所運動会
●美国中学校体育大会
●第23回YOSAKOIソーラン祭り（札幌市 ８日まで）

８㈰ ●日司小学校運動会

12㈭ ●第２回リフレッシュ学級「視察研修」（札幌市）

14 ㈯ ●ＪＴの森／2014年春 森林保全活動

18 ㈬ ●乳幼児健診・健康相談（9:30～ 総合文化センター）

19 ㈭ ●びくに・みなと保育所 遠足

24 ㈫ ●マタニティ教室②（10:00～ 総合文化センター）

26 ㈭ ●介護者元気教室（13:30～ 総合文化センター）

29 ㈰
●Ｂ＆Ｇ海洋センター プール開き
●第９回積丹ソーラン味覚祭り

※都合により日程が変更になる場合がありますので、
　ＩＰ電話や回覧などでお確かめ下さい。６月のこよみ

世帯数／1,206世帯（＋５）

人　口／2,372人  （＋１）

　男　／1,116人  （＋２）

　女　／1,256人  （－１）

－６月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

慶 

弔 

録

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／19人(＋18）●転出／15人(＋４）

●出生／1人(＋１）●死亡／4人(－２)

平成26年4月30日現在､(　)内は前月比

露
天
湯
の
一
灯
う
る
む
夜
の
お
ぼ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
成
田
智
世
子

冴
返
る
止
ま
り
し
ま
ま
の
掛
時
計
　
　
　
　
　
　 

　
藤
原
　
わ
子

串
刺
し
の
炉
端
に
し
ん
や
い
と
こ
会
　
　
　
　
　
　
　
戸
来
　
和
子

積
丹
岬
は
父
の
ふ
る
里
風
光
る
　
　
　 

　
　
　
　
　 

山
口
　
笑
子

水
芭
蕉
嬰や

や

を
抱
き
て
せ
せ
ら
ぎ
に
　 

　
　
　
　 

　
　
東
　
　
美
知

軒
下
の
サ
フ
ラ
ン
ほ
ほ
え
む
ご
と
く
咲
く
　
　
　
　
　
入
江
　
幸
子

う
ら
ら
日
の
仏
間
の
遺
影
笑
み
返
す
　
　
　
　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

絵
手
紙
の
食
み
出
し
さ
う
な
蕗ふ

き

の
た
ふ
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

春
の
川
水
で
水
押
し
海
へ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
栄
子

香
り
濃
き
野の

び

る蒜
に
二
個
の
玉
子
と
じ
　
　
　
　
　
　
　
小
寺
　
　
猛

淡
雪
の
ご
と
く
に
姑
の
逝
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
美
枝
子

岬
路
の
斜
面
に
小
さ
き
春
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
沼

　
　
清

診療時間：午前９時～午後５時

６
月
号
№
630

この広報誌は再生紙を使用しています。

００死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第３位》

5,007日達成

（平成26年５月１日現在）

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会
岩　本　勝　男　様（野塚町）　 １００，０００円

◆　し尿収集の日程・６月　◆

日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区

２㈪ 日司 11㈬ 浜町・中央 20㈮ 多茂木・西浦

３㈫ 日司・入舸 12㈭ 柳町 23㈪ 西浦・東浦

４㈬ 入舸・幌武意 16㈪ 西仲 24㈫ 東浦・栄町

５㈭ 幌武意・婦美 17㈫ 西仲・山岸 25㈬ 栄町・小泊

９㈪ 婦美・丸山 18㈬ 山岸・多茂木 30㈪ 寺町・小泊

10㈫ 茶津・浜町 19㈭ 多茂木

眞
酒
谷

　
勇

　
喜

　
　
美
国
町

野
辺
地

　
華

　
奈

す
え
な
が
く
お
し
あ
わ
せ
に

（
結
婚
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

岩
本
　
義
晴
　
98
歳
　 

野
塚
町

櫛
引
　
英
子
　
57
歳
　 

日
司
町

内
村
　
忠
二
　
83
歳
　 

丸
山
町

石
山
　
サ
ツ
　
82
歳
　 

日
司
町

美国国民学校高等科

第２回卒業生代表　竹谷　英之　様 ４０，０００円

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

（
出
生
）

な
ま
え
　
　
　  

お
と
う
さ
ん
　
　  

と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　  

お
か
あ
さ
ん

笠
井

寿ひ
さ
の
ぶ信

大
　
樹

美
国
町

　
唯

広報しゃこたん平成 26 年６月号
10


